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修士論文要旨
研究意義
　本論文は、ドイツ国防軍情報局「アプヴェーア」により
創設された特殊部隊「ブランデンブルク」の、反ナチ抵抗
活動との関連に焦点を当てた研究である。
　特殊部隊「ブランデンブルク」は、反ナチ体制派決起計
画において首都掌握を担うものとされていた。しかし、反
ナチ抵抗信条の窮極的発露である７月20日事件において同
部隊が実際に投入されることはなかった。反体制派による
決起は自戦力の不足もあり即日鎮圧され、彼らの信条は実
現しなかった。
　特殊部隊「ブランデンブルク」の抵抗活動への関与は一
般に知られていない。それどころか、東西冷戦構造の中、同
部隊には（主に）旧東側陣営より「テロリスト」の烙印が
押されてきた。
　本研究の意義は、上記の様な一部先行研究がもたらした
「ブランデンブルク」歴史像の意図的歪曲を排し、最新の研
究成果に基づいて対象の歴史像を再検討することにある。
研究概要
　第一次大戦敗北により軍情報機関解散が決定されたにも
拘わらず、ドイツ軍は間もなく同機関の再建にかかった。こ
の情報機関は「アプヴェーア」と命名され、第５代長官ヴィ
ルヘルム・カナーリスの下、公式に再軍備を開始したドイ
ツ国防軍における統合情報機関へと発展した。
　カナーリスによる組織改編の下、破壊工作という新任務
を与えられたアプヴェーア第Ⅱ部は民族ドイツ人を基幹と
した特殊部隊を設立、同部隊及び隊員は「ブランデンブル
ガー」と呼称された。ブランデンブルガーは全軍の尖兵と
してドイツ軍進撃への戦略的貢献を果たした。
　軍情報機関としてヒトラーの指導する戦争遂行に寄与す
る一方、アプヴェーアは反ナチ抵抗活動と密接に関係して
いた。情報機関という特性によりアプヴェーアは反体制派
の活動拠点となり得た。さらに、アプヴェーア内反体制派
は自らの創設したブランデンブルガーの反体制決起への転
用を画策し、部隊要職に反ナチ的将校を積極配置すること
で同部隊を首都政府地区占領へ投入することを企図した。
　しかし、アプヴェーアは親衛隊保安当局との競合下弱体
化してゆき、この潮流の中でブランデンブルガー指揮権は
他部局へ移管された。このため、以後アプヴェーア内反体
制派は同部隊に主導的影響力を行使することが極めて困難
となった。
　７月20日事件当日、ブランデンブルガーの主力は東部戦
線に在り、部隊内主要反体制派も人事異動により部隊と隔
絶されていた。反体制派の首都掌握は失敗、彼らの信条が
実現することはなかった。
検証と解釈
　アプヴェーア内反体制派は自局の創設したブランデンブ
ルガーの反体制決起への転用を画策、部隊要職に反ナチ的将
校を積極登用した。彼らの多くは（階級・役職面から言え
ば）決起時に部隊を実働させ得た上級将校であった。体制側
がブランデンブルガーを危険視していたことからも、同部隊
の存在は国防軍内の抵抗活動を考察する上で無視し得ない。
　しかし、部隊移管によりブランデンブルガー反体制派は
親組織から断絶され、また、部隊の戦線投入や人事異動と
いう個人では如何ともし難い軍事的事由によりブランデン
ブルガー決起投入計画は破綻した。この事実は、国防軍の
抵抗活動における限界の一端を示すものである。
　反体制的将校を部隊要職に積極配置する一方、アプ
ヴェーア内反体制派は実働戦力の中核たる兵士に対する思
慮を欠いていた。兵士の多くは親ヒトラー的民族ドイツ人
であり、また、戦局悪化に伴い親衛隊機関出身者を兵士と
して迎えることもあった。彼ら親ヒトラー /ナチ的兵士と
反体制派将校との間には信条の決定的断絶があり、仮にブ
ランデンブルガーが決起に投入されていても、意図された
任務を遂行することは困難であったと考えられる。部隊運
用側と実働側との信条断絶による目標不達成という意味で
は、ブランデンブルガー決起投入計画の破綻は７月20日事
件全体の限界の投影と言えるだろう。
　戦後、東西両陣営は自己正当化のためドイツ国防軍の行
為をプロパガンダとして利用した。この中でブランデンブ
ルガーは、とりわけ東側陣営により「テロリスト」の烙印
を押されてきた。しかし上述の通り、ブランデンブルガー
は反体制決起計画において重要な役割を期待されており、
この意味で、ブランデンブルガーは寧ろテロリスト（恐怖
政治を敷く者）を「打倒すべき」部隊であったと言える。
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